
　

正科生3年次編入学生

開設科目の分類
・�3年次編入生は、短期大学等における修得単位数を62単位まで一括認定しますので、各学科の卒業所要単
位数は、下記の通りになります。

区　分 全学共通科目 専　門　教　育　科　目 計

児 童 学 科 ２
基礎科目群 専門科目

62
10 50

心 理 学 科 ２
必修科目 専門科目

62
39 21

社会福祉学科 ２
必修科目 専門科目

62
16 44

文 　 学 　 科 ２
学科共通科目 専門科目

62
10 50

・�卒業要件単位数のうち、認定単位を除き15単位以上は、面接授業（スクーリング）で取得しなければなり
ません。
・�上記の単位は、卒業するための最低修得単位数となります。教員免許状、各種資格を取得するためには、卒
業要件に加えて、教員免許状、各種資格取得に必要な科目を修得することが必要になります。したがって、
複数の教員免許状、資格を取得しようとする場合には、かなりの単位数を修得することになり、2年間です
べての単位を修得することは困難です。自己の学習時間等を勘案して、十分な学習計画をたててから開始し
てください。
※3年次編入生の在学期間は5年間です。
・�教員免許状を取得する際、日本国憲法、体育、外国語コミュニケーション、情報機器の操作各2単位が必修
となります。出身短期大学、大学で修得していない場合は履修を要します。（［教職専門科目／教員免許状、
保育士資格取得希望者共通］参照）
　�本学での開設科目名は、日本国憲法→日本国憲法、体育→体育講義・実技、外国語コミュニケーション→英
語、情報機器の操作→情報活用となります。
・3年次編入生の教育課程は、次の通りとなります。

履修登録について
　入学時にみなさんに卒業までに学習をする科目について履修登録を行っていただきます。その際、履修上限
単位数は68単位（卒業単位に含まれないものは除く）とし、それを上まわる分に関しては別途１単位1,000
円の登録料が発生します。しかし、免許・資格を取得するために上限単位以上の履修が必要な場合は、必要単
位数までを無料とし、それを超えた分に対し登録料が発生します。
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●文学科　英語・英文学コース（2013年度以降入学生）
　〈取得免許・資格：中学校教諭一種（英語）／高等学校教諭一種（英語）／図書館司書／学芸員〉

区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次

中一
英語

高一
英語 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

全学共通 聖徳教育 2 3 〈卒業要件〉
・ 卒業所要単位62単位必修です。
　 （62単位には面接授業15単位以上

を含め履修すること）

①全学共通科目　２単位必修

②学科共通科目　10単位以上必修

③ 選択科目（A・B群）より50単位
以上選択必修。ただし、B群の科
目は12単位までしか卒業所要単位
に算入することはできません。

〈免許・資格の取得について〉
卒業要件に加えて
⑴ 中学校教諭一種免許状（英語）を

取得するためには、中一英語欄に
○印を付されたすべての科目と△
印を付された科目より８単位以上
が必修です。

⑵ 高等学校教諭一種免許状（英語）
を取得するためには、高一英語欄
に○印を付されたすべての科目と
△印を付された科目より８単位以
上が必修です。

※ ⑴⑵の教員免許状取得のためには、
［教職専門科目／教員免許状、保
育士資格取得希望者共通］の教職
専門科目も併せて履修してくださ
い。なお、教職専門科目は卒業所
要単位数に算入することはできま
せん。

※ 教員免許取得希望者は免許法施行
規則第66条の６に定める科目が別
途必要になります。（［教職専門科
目／教員免許状、保育士資格取得
希望者共通］）

⑶ 図書館司書資格を取得するために
は、司書欄に○印を付されたすべ
ての科目が必修です。

⑷ 学芸員資格を取得するためには、
学芸員欄に○印を付されたすべて
の科目が必修です。

専

門

教

育

科

目

学
科
共
通
科
目

選
択
科
目

ことばと文化 2 3
歴史と文化 2 3
異文化理解 2 3
コミュニケーション技法（日本語） 1 1 3
コミュニケーション技法（WEB） 1 1 4
キャリア概論Ⅰ 2 3
キャリア概論Ⅱ 2 4

選

択

科

目

（ 
Ａ　

群 

）

英語のリーディングⅠ 2 3
英語のリーディングⅥ 2 4
英語のライティングⅠ 2 3
英語のライティングⅡ 2 4
基礎英文法Ⅰ 2 3 △ △
英語のスピーキング･リスニングⅠ 2 3 ○ ○
英語のスピーキング･リスニングⅢ 2 3
英語のスピーキング･リスニングⅤ 1 3
英語のスピーキング･リスニングⅥ 1 3
英語のスピーキング･リスニングⅦ 1 4
英語のスピーキング･リスニングⅧ 1 4
英語の語彙と用法Ⅰ 1 3 ○ ○
英語の語彙と用法Ⅱ 1 3 ○ ○
英語学入門Ⅰ 2 3 ○ ○
英語史Ⅰ 2 3
英文法Ⅰ 2 3
イギリスの歴史Ⅰ 2 3
アメリカの歴史Ⅰ 2 3
イギリス文学史Ⅰ 2 3 ○ ○
アメリカ文学史Ⅰ 2 3 ○ ○
英米の詩Ⅰ 1 3 △ △
英米の詩Ⅱ 1 4 △ △
英米の戯曲Ⅰ 1 3
英米の戯曲Ⅱ 1 4
英米の小説Ⅰ 1 3 △ △
英米の小説Ⅱ 1 4 △ △
基礎英文法Ⅱ 2 3 △ △
英語のスピーキング･リスニングⅡ 2 3 △ △
英語の語彙と用法Ⅲ 1 3 ○ ○
英語の語彙と用法Ⅳ 1 3 ○ ○
英語音声学Ⅰ 1 4 ○ ○
英語音声学Ⅱ 1 4 ○ ○
英語学入門Ⅱ 2 3 ○ ○
古典語（ラテン語）Ⅰ 1 3
古典語（ラテン語）Ⅱ 1 3
イギリスの歴史Ⅱ 2 3
アメリカの歴史Ⅱ 2 3
現代イギリス事情Ⅰ 1 4 ○ ○
現代イギリス事情Ⅱ 1 4 △ △
現代アメリカ事情Ⅰ 1 4 ○ ○
現代アメリカ事情Ⅱ 1 4 △ △
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区分 授　業　科　目 単位数 履修

年次
中一
英語

高一
英語 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

専

門

教

育

科

目

選
択
科
目
（ 

Ａ　

群 

）

イギリス文学史Ⅱ 2 3 ○ ○
アメリカ文学史Ⅱ 2 3 ○ ○
英米の批評･随筆Ⅰ 1 3 △ △
英米の批評･随筆Ⅱ 1 3 △ △
ドイツ語Ⅰ 2 3
ドイツ語Ⅱ 2 3
フランス語Ⅰ 2 3
フランス語Ⅱ 2 3

選

択

科

目

（ 

Ｂ　

群 

）

生涯学習概論 2 3 ○ ○
図書館概論 2 3 ○
情報処理技術概論 2 3 ○
図書館制度・経営論 2 4 ○
図書館サービス概論 2 3 ○
情報サービス論 2 3 ○
児童サービス論 2 4 ○
情報サービス演習Ⅰ 1 3 ○
情報サービス演習Ⅱ 1 3 ○
情報資源概論 2 3 ○
情報資源組織論 2 3 ○
情報資源組織演習Ⅰ 1 3 ○
情報資源組織演習Ⅱ 1 3 ○
図書館サービス特論 2 4 ○
図書館文化史 2 3 ○
博物館概論 2 3 ○
博物館経営論 2 3 ○
博物館資料論 2 3 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館展示論 1 1 3 ○
博物館情報･メディア論 2 4 ○
博物館教育論 2 3 ○
博物館実習 4 4 ○

計 84 50 30 30 26 20

全学共通
科　　目

学科共通科目 専　門　科　目 教職専門
科　　目 計

選択科目 ○印を付された科目 △印を付された科目 選択科目

中学校教諭一種（英語） 2単位 10単位以上 22単位 8単位以上 20単位以上 34単位 96単位以上

高等学校教諭一種（英語） 2単位 10単位以上 22単位 8単位以上 20単位以上 29単位 91単位以上

図書館司書 2単位 10単位以上 26単位 24単位以上 62単位以上

学芸員 2単位 10単位以上 20単位 30単位以上 62単位以上

〈注〉教職専門科目は、卒業所要単位数に算入されません。
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●文学科　日本語・日本文学コース（2013年度以降入学生）
　〈取得免許・資格：中学校教諭一種（国語）／高等学校教諭一種（国語）／図書館司書／学芸員〉

区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次

中一
国語

高一
国語 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

全学共通 聖徳教育 2 3 〈卒業要件〉
・卒業所要単位62単位必修です。
　 （62単位には面接授業15単位以上

を含め履修すること）

①全学共通科目　２単位必修

②学科共通科目　10単位以上必修

③ 選択科目（Ａ・Ｂ群）より50単位
以上選択必修。ただし、Ｂ群の科
目は12単位までしか卒業所要単位
に算入することはできません。

〈免許・資格の取得について〉
卒業要件に加えて
⑴ 中学校教諭一種免許状（国語）を

取得するためには、中一国語欄に
○印を付されたすべての科目が必
修です。

⑵ 高等学校教諭一種免許状（国語）
を取得するためには、高一国語欄
に○印を付されたすべての科目が
必修です。

※ ⑴⑵の教員免許状取得のためには、
［教職専門科目／教員免許状、保
育士資格取得希望者共通］の教職
専門科目も併せて履修してくださ
い。なお、教職専門科目は卒業所
要単位数に算入することはできま
せん。

※ 教員免許取得希望者は免許法施行
規則第66条の６に定める科目が別
途必要になります。（［教職専門科
目／教員免許状、保育士資格取得
希望者共通］）

⑶ 図書館司書資格を取得するために
は、司書欄に○印を付されたすべ
ての科目が必修です。

⑷ 学芸員資格を取得するためには、
学芸員欄に○印を付されたすべて
の科目が必修です。

専

門

教

育

科

目

学
科
共
通
科
目

選
択
科
目

ことばと文化 2 3
歴史と文化 2 3
異文化理解 2 3
コミュニケーション技法（日本語） 1 1 3
コミュニケーション技法（WEB） 1 1 4
キャリア概論Ⅰ 2 3
キャリア概論Ⅱ 2 4

選

択

科

目

（ 
Ａ　

群 

）

日本文化入門 2 3
日本文学概説Ⅰ 2 3
日本文学概説Ⅱ 2 3 ○ ○
日本語概説Ⅰ 2 3 ○ ○
日本語概説Ⅱ 2 3 ○ ○
日本古典文学史Ⅰ 2 3 ○ ○
日本古典文学史Ⅱ 2 4 ○ ○
日本近現代文学史Ⅰ 2 3 ○ ○
日本近現代文学史Ⅱ 2 4 ○ ○
日本語の語法Ⅰ 2 3 ○ ○
日本語の語法Ⅱ 2 4
日本語の歴史Ⅰ 2 3 ○ ○
日本語の歴史Ⅱ 2 4 ○ ○
日本古典文学の基礎Ⅰ 1 3 ○ ○
日本古典文学の基礎Ⅱ 1 4 ○ ○
日本古典文学講読Ⅰ 2 3
日本近現代文学講読Ⅰ 2 3
比較文学Ⅰ 2 4
古典語の研究 2 4
現代語の研究 2 4
漢文学の基礎Ⅰ 1 3 ○ ○
漢文学の基礎Ⅱ 1 3 ○ ○
日本語表現法Ⅰ 1 3 ○ ○
日本語表現法Ⅱ 1 3 ○ ○
日本古典文学講読Ⅱ 2 3
日本近現代文学講読Ⅱ 1 1 3
言語学概説 2 4
日本語の音声 2 3 ○ ○
言語学入門 2 3
世代文化論Ⅰ（子どもと文化） 2 3
世代文化論Ⅱ（若者とファッション） 2 3
世代文化論Ⅲ（若者とポップカルチャー） 1 1 4
自己表現の技法 1 1 4
環境論 2 4
イギリスの歴史Ⅱ 2 3
アメリカの歴史Ⅱ 2 3
古典語（ラテン語）Ⅰ 1 3
古典語（ラテン語）Ⅱ 1 3
西洋文化の源流Ⅰ 4 3
西洋文化の源流Ⅱ 4 4
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区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次

中一
国語

高一
国語 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

専

門

教

育

科

目

選
択
科
目
（
Ａ 

群
）

比較文化 4 4
異文化間コミュニケーション 4 4
ドイツ語Ⅰ 2 3
ドイツ語Ⅱ 2 3
フランス語Ⅰ 2 3
フランス語Ⅱ 2 3

選

択

科

目

（ 

Ｂ　

群 

）

書写・書道Ⅰ 1 3 ○
書写・書道Ⅱ 1 3 ○
生涯学習概論 2 3 ○ ○
図書館概論 2 3 ○
情報処理技術概論 2 3 ○
図書館制度・経営論 2 4 ○
図書館サービス概論 2 3 ○
情報サービス論 2 3 ○
児童サービス論 2 4 ○
情報サービス演習Ⅰ 1 3 ○
情報サービス演習Ⅱ 1 3 ○
情報資源概論 2 3 ○
情報資源組織論 2 3 ○
情報資源組織演習Ⅰ 1 3 ○
情報資源組織演習Ⅱ 1 3 ○
図書館サービス特論 2 4 ○
図書館文化史 2 3 ○
博物館概論 2 3 ○
博物館経営論 2 3 ○
博物館資料論 2 3 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館展示論 1 1 3 ○
博物館情報･メディア論 2 4 ○
博物館教育論 2 3 ○
博物館実習 4 4 ○

計 117 37 30 28 26 20

全学共通
科　　目

学科共通科目 専　門　科　目 教職専門
科　　目 計

選択科目 ○印を付された科目 選択科目

中学校教諭一種（国語） 2単位 10単位以上 30単位 20単位以上 34単位 96単位以上

高等学校教諭一種（国語） 2単位 10単位以上 28単位 22単位以上 29単位 91単位以上

図書館司書 2単位 10単位以上 26単位 24単位以上 62単位以上

学芸員 2単位 10単位以上 20単位 30単位以上 62単位以上

〈注〉教職専門科目は、卒業所要単位数に算入されません。
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●文学科　歴史文化コース（2013年度以降入学生）
　〈取得免許・資格：中学校教諭一種（社会）／高等学校教諭一種（地歴・公民）／図書館司書／学芸員〉

区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次

中一
社会

高一
地歴

高一
公民 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

全学共通 聖徳教育 2 3 〈卒業要件〉
・ 卒業所要単位62単位必修で

す。（62単位には面接授業
15単位以上を含め履修する
こと）

①全学共通科目　２単位必修

② 学科共通科目　10単位以上
必修

③ 選択科目（Ａ・Ｂ群）より
50単位以上選択必修。ただ
し、Ｂ群の科目は12単位ま
でしか卒業所要単位に算入
することはできません。

〈免許・資格の取得について〉
卒業要件に加えて
⑴ 中学校教諭一種免許状（社

会）を取得するためには、
中一社会欄に○印を付され
たすべての科目と△印を付
された科目より６単位以上
が必修です。

⑵ 高等学校教諭一種免許状
（地歴）を取得するために
は、高一地歴欄に○印を付
されたすべての科目と△印
を付された科目より４単位
以上が必修です。

⑶ 高等学校教諭一種免許状
（公民）を取得するために
は、高一公民欄に○印を付
されたすべての科目と△印
を付された科目より10単位
以上が必修です。

※ ⑴〜⑶の教員免許状取得の
ためには、［教職専門科目／
教員免許状、保育士資格取
得希望者共通］の教職専門
科目も併せて履修してくだ
さい。なお、教職専門科目
は卒業所要単位数に算入す
ることはできません。

※ 教員免許取得希望者は免許
法施行規則第66条の６に定
める科目が別途必要になり
ます。（［教職専門科目／教
員免許状、保育士資格取得
希望者共通］）

専

門

教

育

科

目

学
科
共
通
科
目

選
択
科
目

ことばと文化 2 3
歴史と文化 2 3
異文化理解 2 3
コミュニケーション技法（日本語） 1 1 3
コミュニケーション技法（WEB） 1 1 4
キャリア概論Ⅰ 2 3
キャリア概論Ⅱ 2 4

選

択

科

目

（ 

Ａ　

群 

）

日本文化入門 2 3
歴史文化入門 2 3
日本史概説Ⅰ 2 3 ○ ○
日本史概説Ⅱ 2 3 ○ ○
比較思想論Ⅰ 2 4
比較思想論Ⅱ 2 4
日本考古学Ⅰ 2 3 ○
日本考古学Ⅱ 2 3 △
歴史文化論Ⅰ 2 3
日本美術史Ⅰ 2 4 ○
日本美術史Ⅱ 2 4 △
宗教文化論Ⅰ 2 3 △
宗教文化論Ⅱ 2 4 △
西洋史概説 2 3 ○ ○
東洋史概説 2 3 ○ ○
社会学入門Ⅰ 2 3 ○ ○
宗教学入門 2 4 ○ ○
地誌学 2 3 ○ ○
民俗文化論Ⅰ 2 3 △
民俗文化論Ⅱ 2 3 △
政治学入門 2 4 ○ ○
経済学入門 2 3 ○ ○
日本古代史Ⅰ 2 3 △ ○
日本古代史Ⅱ 2 4 △ △
日本中世史Ⅰ 2 3 △ ○
日本中世史Ⅱ 2 4 △ △
日本近世史Ⅰ 2 3 △ ○
日本近世史Ⅱ 2 4 △ △
日本近現代史Ⅰ 2 3 △ ○
日本近現代史Ⅱ 2 4 △ △
ジェンダー論の基礎 2 4 △
倫理学入門 2 3 ○ ○
心理学入門 2 3 △
地理学Ⅰ 2 3 ○ ○
地理学Ⅱ 2 3 ○ ○
国際経済論 2 4 ○
国際関係論 4 4 ○
国際機構論 4 4 ○
イギリスの歴史Ⅱ 2 3
アメリカの歴史Ⅱ 2 3
ドイツ語Ⅰ 2 3
ドイツ語Ⅱ 2 3
フランス語Ⅰ 2 3
フランス語Ⅱ 2 3
環境論 2 4
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区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次

中一
社会

高一
地歴

高一
公民 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

専

門

教

育

科

目

選

択

科

目

（ 

Ｂ　

群 

）

生涯学習概論 2 3 ○ ○ ⑷ 図書館司書資格を取得する
ためには、司書欄に○印を
付されたすべての科目が必
修です。

⑸ 学芸員資格を取得するため
には、学芸員欄に○印を付
されたすべての科目が必修
です。

図書館概論 2 3 ○
情報処理技術概論 2 3 ○
図書館制度・経営論 2 4 ○
図書館サービス概論 2 3 ○
情報サービス論 2 3 ○
児童サービス論 2 4 ○
情報サービス演習Ⅰ 1 3 ○
情報サービス演習Ⅱ 1 3 ○
情報資源概論 2 3 ○
情報資源組織論 2 3 ○
情報資源組織演習Ⅰ 1 3 ○
情報資源組織演習Ⅱ 1 3 ○
図書館サービス特論 2 4 ○
図書館文化史 2 3 ○
博物館概論 2 3 ○
博物館経営論 2 3 ○
博物館資料論 2 3 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館展示論 1 1 3 ○
博物館情報･メディア論 2 4 ○
博物館教育論 2 3 ○
博物館実習 4 4 ○

計 119 35 30 30 30 26 20

●他学科開講科目

区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次

中
一
社
会

高
一
地
歴

高
一
公
民

司　

書

学
芸
員

備　　　考通信 面接
他学科 心理学概論 4 3 △

〈注〉「心理学概論」は卒業所要単位数に算入することはできません。

全学共通
科　　目

学科共通科目 専　門　科　目 教職専門
科　　目 計

選択科目 ○印を付された科目 △印を付された科目 選択科目

中学校教諭一種（社会） 2単位 10単位以上 24単位 6単位以上 20単位以上 38単位 100単位以上

高等学校教諭一種（地歴） 2単位 10単位以上 26単位 4単位以上 20単位以上 29単位 91単位以上

高等学校教諭一種（公民） 2単位 10単位以上 20単位 10単位以上 20単位以上 29単位 91単位以上

図書館司書 2単位 10単位以上 26単位 24単位以上 62単位以上

学芸員 2単位 10単位以上 20単位 30単位以上 62単位以上

〈注〉教職専門科目および他学科開講科目は、卒業所要単位数に算入されません。 
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●文学科　書道文化コース（2013年度以降入学生）
　〈取得免許・資格：高等学校教諭一種（書道）／図書館司書／学芸員〉

区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次

高一
書道 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

全学共通 聖徳教育 2 3 〈卒業要件〉
・卒業所要単位62単位必修です。
　 （62単位には面接授業15単位以上を含め

履修すること）

①全学共通科目　２単位必修

②学科共通科目　10単位以上必修

③ 選択科目（Ａ・Ｂ群）より50単位以上
選択必修。ただし、Ｂ群の科目は12単
位までしか卒業所要単位に算入するこ
とはできません。

〈免許・資格の取得について〉
卒業要件に加えて
⑴ 高等学校教諭一種免許状（書道）を取

得するためには、高一書道欄に○印を
付されたすべての科目が必修です。

※ 教員免許状取得のためには、［教職専門
科目／教員免許状、保育士資格取得希
望者共通］の教職専門科目も併せて履
修してください。なお、教職専門科目
は卒業所要単位数に算入することはで
きません。

※ 教員免許取得希望者は免許法施行規則
第66条の６に定める科目が別途必要に
なります。（［教職専門科目／教員免許状、
保育士資格取得希望者共通］）

⑵ 図書館司書資格を取得するためには、
司書欄に○印を付されたすべての科目
が必修です。

⑶ 学芸員資格を取得するためには、学芸
員欄に○印を付されたすべての科目が
必修です。

専

門

教

育

科

目

学
科
共
通
科
目

選
択
科
目

ことばと文化 2 3
歴史と文化 2 3
異文化理解 2 3
コミュニケーション技法（日本語） 1 1 3
コミュニケーション技法（WEB） 1 1 4
キャリア概論Ⅰ 2 3
キャリア概論Ⅱ 2 4

選

択

科

目

（ 
Ａ　

群 

）

日本文化入門 2 3
書学入門 2 3 ○
日本書道史概説 2 3 ○
楷書の技法（Ａ）Ⅰ 1 3 ○
楷書の技法（Ａ）Ⅱ 1 3 ○
楷書の技法（Ｂ）Ⅰ 1 3 ○
楷書の技法（Ｂ）Ⅱ 1 3 ○
行書の技法Ⅰ 1 3 ○
行書の技法Ⅱ 1 3 ○
草書の技法Ⅰ 1 4 ○
草書の技法Ⅱ 1 4 ○
隷書の技法 1 3 ○
篆書の技法 1 3 ○
かなの技法Ⅰ 1 3 ○
かなの技法Ⅱ 1 3 ○
篆刻の技法 2 4
中国書道史概説 2 3 ○
書論・鑑賞 2 4 ○
実用書道 1 3
日本古典文学講読Ⅰ 2 3
日本近現代文学講読Ⅰ 2 3
古典語の研究 2 4
書写・書道Ⅰ 1 3 ○
書写・書道Ⅱ 1 3 ○
漢文学の基礎Ⅰ 1 3 ○
漢文学の基礎Ⅱ 1 3 ○
漢文講読Ⅰ 2 4
漢文講読Ⅱ 1 1 4
古典語（ラテン語）Ⅰ 1 3
古典語（ラテン語）Ⅱ 1 3
ドイツ語Ⅰ 2 3
ドイツ語Ⅱ 2 3
フランス語Ⅰ 2 3
フランス語Ⅱ 2 3
日本古典文学講読Ⅱ 2 3
日本近現代文学講読Ⅱ 1 1 3
世代文化論Ⅲ（若者とポップカルチャー） 1 1 4
自己表現の技法 1 1 4
環境論 2 4
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区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次

高一
書道 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

専

門

教

育

科

目

選

択

科

目

（ 

Ｂ　

群 

）

日本文学概説Ⅰ 2 3
日本古典文学史Ⅰ 2 3 ○
日本古典文学史Ⅱ 2 4 ○
日本近現代文学史Ⅰ 2 3 ○
日本近現代文学史Ⅱ 2 4 ○
生涯学習概論 2 3 ○ ○
図書館概論 2 3 ○
情報処理技術概論 2 3 ○
図書館制度・経営論 2 4 ○
図書館サービス概論 2 3 ○
情報サービス論 2 3 ○
児童サービス論 2 4 ○
情報サービス演習Ⅰ 1 3 ○
情報サービス演習Ⅱ 1 3 ○
情報資源概論 2 3 ○
情報資源組織論 2 3 ○
情報資源組織演習Ⅰ 1 3 ○
情報資源組織演習Ⅱ 1 3 ○
図書館サービス特論 2 4 ○
図書館文化史 2 3 ○
博物館概論 2 3 ○
博物館経営論 2 3 ○
博物館資料論 2 3 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館展示論 1 1 3 ○
博物館情報･メディア論 2 4 ○
博物館教育論 2 3 ○
博物館実習 4 4 ○

計 96 33 32 26 20

全学共通
科　　目

学科共通科目 専　門　科　目 教職専門
科　　目 計

選択科目 ○印を付された科目 選択科目

高等学校教諭一種（書道） 2単位 10単位以上 32単位 18単位以上 29単位 91単位以上

図書館司書 2単位 10単位以上 26単位 24単位以上 62単位以上

学芸員 2単位 10単位以上 20単位 30単位以上 62単位以上

〈注〉教職専門科目は、卒業所要単位数に算入されません。
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●文学科　キャリアコミュニケーションコース（2013年度以降入学生）
　〈取得免許・資格：図書館司書／学芸員〉

区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

全学共通 聖徳教育 2 3 〈卒業要件〉
・卒業所要単位62単位必修です。
　 （62単位には面接授業15単位以上を

含め履修すること）

①全学共通科目　２単位必修

②学科共通科目　10単位以上必修

③ 選択科目（Ａ・Ｂ群）より50単位以
上選択必修。ただし、Ｂ群の科目は
12単位までしか卒業所要単位に算入
することはできません。

〈免許・資格の取得について〉
卒業要件に加えて
⑴ 図書館司書資格を取得するためには、

司書欄に○印を付されたすべての科
目が必修です。

⑵ 学芸員資格を取得するためには、学
芸員欄に○印を付されたすべての科
目が必修です。

専

門

教

育

科

目

学
科
共
通
科
目

選
択
科
目

ことばと文化 2 3
歴史と文化 2 3
異文化理解 2 3
コミュニケーション技法（日本語） 1 1 3
コミュニケーション技法（WEB） 1 1 4
キャリア概論Ⅰ 2 3
キャリア概論Ⅱ 2 4

選

択

科

目

（ 
Ａ　

群 

）

社会調査入門 1 1 3
メディア論入門 1 1 3
コミュニケーション概論 2 3
ホスピタリティコミュニケーション概論 1 1 3
世代文化論Ⅰ（子どもと文化） 2 3
世代文化論Ⅱ（若者とファッション） 2 3
世代文化論Ⅲ（若者とポップカルチャー） 1 1 4
コミュニケーション特論Ⅰ（市民と行政） 2 3
コミュニケーション特論Ⅱ（企業と地域社会） 1 1 3
コミュニケーション特論Ⅲ（企業と顧客） 2 4
コミュニケーション特論Ⅳ（職場） 2 4
地域社会フィールドワーク（NPO） 2 3
地域社会ワークショップ（NPO） 1 4
組織社会フィールドワーク（ホスピタリティサービス） 2 3
組織社会ワークショップ（ホスピタリティサービス） 1 4
言語学入門 2 3
論理学入門 2 3
社会コミュニケーション概論 2 4
心理コミュニケーション概論 2 4
組織コミュニケーション概論 2 3
家族コミュニケーション概論 2 4
自己表現の技法 1 1 4
他者理解の技法 2 4
失敗から学ぶ表現技法 2 4
もてなしの表現技法 2 4
いやしの表現技法 2 4
ｗebの表現技法 1 1 4
コミュニケーション特論Ⅴ（家族とすまい） 2 3
コミュニケーション特論Ⅵ（障がい者と地域社会） 2 3
コミュニケーション演習Ⅰ（自己表現・他者理解） 1 3
コミュニケーション演習Ⅱ（合意形成） 1 3
コミュニケーション演習Ⅲ（課題の発見と解決） 2 4
古典語（ラテン語）Ⅰ 1 3
古典語（ラテン語）Ⅱ 1 3
西洋文化の源流Ⅰ 4 3
西洋文化の源流Ⅱ 4 4
比較文化 4 4
異文化間コミュニケーション 4 4
ドイツ語Ⅰ 2 3
ドイツ語Ⅱ 2 3
フランス語Ⅰ 2 3
フランス語Ⅱ 2 3
環境論 2 4
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区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

専

門

教

育

科

目

選

択

科

目

（ 

Ｂ　

群 

）

生涯学習概論 2 3 ○ ○
図書館概論 2 3 ○
情報処理技術概論 2 3 ○
図書館制度・経営論 2 4 ○
図書館サービス概論 2 3 ○
情報サービス論 2 3 ○
児童サービス論 2 4 ○
情報サービス演習Ⅰ 1 3 ○
情報サービス演習Ⅱ 1 3 ○
情報資源概論 2 3 ○
情報資源組織論 2 3 ○
情報資源組織演習Ⅰ 1 3 ○
情報資源組織演習Ⅱ 1 3 ○
図書館サービス特論 2 4 ○
図書館文化史 2 3 ○
博物館概論 2 3 ○
博物館経営論 2 3 ○
博物館資料論 2 3 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館展示論 1 1 3 ○
博物館情報･メディア論 2 4 ○
博物館教育論 2 3 ○
博物館実習 4 4 ○

計 112 36 26 20

全学共通
科　　目

学科共通科目 専　門　科　目
計

選択科目 ○印を付された科目 選択科目

図書館司書 2単位 10単位以上 26単位 24単位以上 62単位以上

学芸員 2単位 10単位以上 20単位 30単位以上 62単位以上

〈注〉教職専門科目は、卒業所要単位数に算入されません。
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●文学科　図書館情報コース（2013年度以降入学生）
　〈取得免許・資格：図書館司書／学芸員〉

区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

全学共通 聖徳教育 2 3 〈卒業要件〉
・卒業所要単位62単位必修です。
　 （62単位には面接授業15単位以上を

含め履修すること）

①全学共通科目　２単位必修

②学科共通科目　10単位以上必修

③選択科目より50単位以上選択必修

〈免許・資格の取得について〉
卒業要件に加えて
⑴ 図書館司書資格を取得するためには、

司書欄に○印を付されたすべての科
目が必修です。

⑵ 学芸員資格を取得するためには、学
芸員欄に○印を付されたすべての科
目が必修です。

専

門

教

育

科

目

学
科
共
通
科
目

選
択
科
目

ことばと文化 2 3
歴史と文化 2 3
異文化理解 2 3
コミュニケーション技法（日本語） 1 1 3
コミュニケーション技法（WEB） 1 1 4
キャリア概論Ⅰ 2 3
キャリア概論Ⅱ 2 4

選

択

科

目

日本文化入門 2 3
生涯学習概論 2 3 ○ ○
図書館概論 2 3 ○
情報処理技術概論 2 3 ○
図書館制度・経営論 2 4 ○
図書館サービス概論 2 3 ○
情報サービス論 2 3 ○
児童サービス論 2 4 ○
情報サービス演習Ⅰ 1 3 ○
情報サービス演習Ⅱ 1 3 ○
情報資源概論 2 3 ○
情報資源組織論 2 3 ○
情報資源組織演習Ⅰ 1 3 ○
情報資源組織演習Ⅱ 1 3 ○
図書館サービス特論 2 4 ○
図書館文化史 2 3 ○
環境論 2 4
博物館概論 2 3 ○
博物館経営論 2 3 ○
博物館資料論 2 3 ○
博物館資料保存論 2 3 ○
博物館展示論 1 1 3 ○
博物館情報･メディア論 2 4 ○
博物館教育論 2 3 ○
博物館実習 4 4 ○
通訳の英語 2 4
メディアの英語（新聞･放送･文献） 2 3
西洋文化の源流Ⅰ 4 3
西洋文化の源流Ⅱ 4 4
比較文化 4 4
異文化間コミュニケーション 4 4
ドイツ語Ⅰ 2 3
ドイツ語Ⅱ 2 3
フランス語Ⅰ 2 3
フランス語Ⅱ 2 3
言語学入門 2 3
社会心理学入門 2 4
臨床心理学入門 2 4
家族心理学入門 2 4
社会調査入門 1 1 3
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区分 授　業　科　目 単位数 履修
年次 司 書 学芸員 備　　　考通信 面接

専

門

教

育

科

目

選

択

科

目

メディア論入門 1 1 3
コミュニケーション概論 2 3
社会コミュニケーション概論 2 4
心理コミュニケーション概論 2 4
ホスピタリティコミュニケーション概論 1 1 3
組織コミュニケーション概論 2 3
家族コミュニケーション概論 2 4
世代文化論Ⅰ（子どもと文化） 2 3
世代文化論Ⅱ（若者とファッション） 2 3
世代文化論Ⅲ（若者とポップカルチャー） 1 1 4
自己表現の技法 1 1 4
ｗebの表現技法 1 1 4

計 99 27 26 20

全学共通
科　　目

学科共通科目 専　門　科　目
計

選択科目 ○印を付された科目 選択科目

図書館司書 2単位 10単位以上 26単位 24単位以上 62単位以上

学芸員 2単位 10単位以上 20単位 30単位以上 62単位以上

〈注〉教職専門科目は、卒業所要単位数に算入されません。
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